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『ヴァイオレット・エヴァーガーデン　上・下』
暁佳奈　著

京都アニメーション

『ブルーピリオド』
山口つばさ　著　

講談社

6月新着図書



名取佐和子 著
実業之日本社

『銀河の図書室』
宮沢賢治の言葉を残して、突
然学校から消えてしまった先
輩。その謎を追う高校生たち
の今を瑞々しく描く、傑作青
春小説。

ヴィーラ・ヒラナンダニ 著
山田 文 訳

作品社

『夜の日記』
イギリスからの独立とともに、
分かれてしまった祖国。少女と
家族は安全を求めて、長い旅に
出た。ニューベリー賞オナー賞
受賞作！

五十嵐 大 著
紀伊國屋書店

『「コーダ」のぼくが見る世界
聴こえない親のもとに生まれて』
もし、親の耳が聴こえたら――なんて、
想像もつかなかった。言葉やコミュニケ
ーションの本質、「善意による差別」っ
て何だろう？

読書感想文コンクール
課題図書が入りました

課題図書は
このサイトで

試し読みができます

新着図書紹介

感嘆詞は「いみじ！」。平
安時代が大好きな平尾安以
加にまきこまれ、高校入学
早々「平安の心を学ぶ」と
いう漠然とした活動内容の
平安部設立を目指すことに
なった牧原栞。意外にも部
員が集まり、蹴鞠選手権や
文化祭で大活躍！
ちょっと類のない文化系青
春物語です。

世の中には誰かが作った物
語があふれている。多くの
物語のなかでも今の現代に
大きな力を持つのが「絶望
の物語」。でも、その絶望
は自分の絶望なのだろう
か。誰かの絶望にのみ込ま
れず、自分を見つめ、書く
ことによって自分の絶望や
希望を生きていく。その方
法を考えるための本。

この本の著者のレシピでバ
ナナケーキを作ったことが
あります。バナナケーキは
今まで他のレシピで何度も
作ったことがありました
が、一番簡単においしくで
きました。それ以来、著者
のレシピを信じています。
この本のレシピもどれも簡
単においしいものが作れそ
う。ぜひ、お試しくださ
い。

嘘をつくとは何をするこ
となのか、善意の噓もい
けないのか、噓をつくと
どういうことが起きるの
か、それでもどうして噓
をつくのか。
噓について倫理学者が丁
寧に考えていきます。噓
を通じて人間について考
える噓の哲学。

池田喬　著
『「噓をつく」とはどういう
ことか』ちくまプリマー新書

筑摩書房

宮島未奈　著
『それいけ！平安部』

小学館

あさのあつこ　著
『あなただけの物語のために』

ちくまＱブックス　
筑摩書房

若山曜子　著
『ちょっとひといき　日々を
愉しむおやつと飲みもの』

ＮＨＫ出版

第７１回読書感想文
コンクール公式サイト
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